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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

⇒その量は、世界の埋蔵量と比較して、
　　　インジウムで６割、金及び銀で２割、アンチモンで２割、
　　　タンタルで１割を超える量に匹敵する
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　　　タンタルで１割を超える量に匹敵する

⇒その量は、世界の埋蔵量と比較して、
　　　インジウムで６割、金及び銀で２割、アンチモンで２割、
　　　タンタルで１割を超える量に匹敵する


BEIEDRTUvIL

DERI[Z2DDITILYHY
A ERDERE
(BR) IS AOILED)H AL A
(BN BRT7OTITEVNEVSHIBIEEEFRALIE YA IV ERDETE
M) AIILR—k, REBR=hE
)Y A EEEEEDERE
VA EBEE LT7AZ)BEEEE

A S, IR E AL
L7 A4 L4 H
LS T I R E SR S Tt i
UM K% T S ER 3R R P AL 2280 P s
AEEAPET 8 R

QLT A EFERTIHUEEEDERE
-BEEEEEE. CATLLSIEEEE




fEEROHYHEA

QILT7AI) AV ILDERERAEBERVEXILAIREMRAE 1ZFEE

-

¢ LEEAEICHET LT AZLYSAIILD ~
EREICAIT-. XRHEPIOEEZ BRI . .
L7 AN YAV IV EFEERRHIEHE

(F R 20F EIT5EIEE) : iy, ™
B1EERSBORT
==
Ehvi> SR ER Y B A 22451 & U T E4l
_ -

AR, ZWIR., EEAKRDODIRH., FHM20£E12H
ZETHIEGAHAEDEURET ILERXIERR

KERETILEXTHONERT—2E BOMREFICE O TRESh D,



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
福岡県の事業は次の３つからなり、
大牟田市で集め、柴田産業で分別する機器の回収と、
集めたものを柴田産業解体して、日本環境衛生センターで分析を行う金属含有量調査と、
ﾚｱﾒﾀﾙを解体なんどの物理選別の際に濃縮する選別・濃縮試験で構成されています。
回収は環境省、含有量調査は経産省の管轄になっており、
今回お話するのは、主に水色の部分の回収になります。
一口に回収と言っても、やり方がたくさん考えられると思いますが、
次にいくつか例を載せていますが、、、、

製品の品目ごとに個数、重量の測定

金属元素の濃度確認
廃棄物としての性質評価

回収方法、製品種類別に個数、重量測定


使用済小型家電回収ＢＯＸ
（市役所、公民館、
高等教育機関、大規模店舗等）
不燃物ごみからのピックアップ
（大牟田市リサイクルプラザ）
イベント回収

回収方法ごとに対象製品の分別
（回収ＢＯＸ、不燃ごみからの回収）
◇資源性・有害性の両面からの評価�◇市町村のごみ処理に与える効果の検討

製品の種類（ビデオカメラ、デジカメ等）毎に解体し、素材別に分離
　　①プリント基板　②金属　③プラスチック
　　④その他部品(モーター、液晶、電池、レンズ、金属・プラスチックの複合品
種類毎に各素材（①～④）の重量構成を計測
分析用サンプル（プリント基板等）を選別
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この事業の目的は、大きく３つあり、
①読む。お金をかけずにたくさん集める
②レアメタルがとれだけ入っているかは当然しらべますが、どの部品多いか、部品は取り出しやすいのか、分散してあるのか、集中しててあるのか
レアメタルを抽出するまでの様々な課題を明らかにします。
③鉛やガラスの薄型による消泡材アンチモンなど有害物質について調査もあわせて行います。

使用済みの小型家電回収について、先進的な取り組みを回収を開始している自治体ということで、
秋田、茨城、福岡の３県が事業に採択されました。
どのような事業の進め方かというと、、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、１２月１９日に落札した直後で、ほとんど何も決まっていなかったのですが、
年末大掃除に備えて、回収事業をやるので捨てずに保管しておいてくださいという予告ちらしを作り、
小中学校、新聞折り込みに配布しました。

年が明けて、設置場所などの詳細が情報を市の広報などを通じて周知を行いました。
その他、記者発表を県や市で行いました。

１月１８日に無事オープニングイベントを迎えました。
１０００名ほど人が集まっていただき、盛況でした。

回収期間中にもアンケート調査を行い、事業のPRを行いました。

簡単にこれら、年末年始休日返上で準備したものを
ご覧いただこうと思いますが、、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
結果からいうと約２ヶ月の回収期間で個数にして約５０００台、
重量にして８００ｋｇ集まり、
また、ボックスの回収期間は、ピックアップよりも短いにも関わらず、
廃棄でなくボックスを選択する市民の割合が高い傾向がみられました。
次に品目別にみてみたいと思いますが、、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
携帯電話が一番台数が多く、リモコンやコードなどの付属部品がついで多いという結果になりました。
これの回収量が多いのか少ないのか、今後回収量が増えていくのか、いかないのか、
アンケートの結果をもとにみていきたいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アンケートの目的ですが、周知以外に
①市民の保有台数を把握して回収量を評価する。
②認知度及び認知した方法を把握して、効果的なＰＲ方法を探る
③協力の意志などを把握して、事業を効果的に行うための提案などをしていくというものです。

やり方は無作為抽出方式で、
大牟田市１８以上の男女の約４％にあたる４６００人に郵送し、
回収率は３２％、有効回答率は９７％で良好な結果を得ています。

統計的には１３万人くらいの人口であれば１００通ちょっとのデータでOK
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
協力の意識は女性男性ともに、どの年代でも8割近と高いことが分かりました。
一方で、認知率をみてみると、どの年代も男性は６０％前後であるのに対して、
女性は高齢者で認知率が下がる傾向が見られます。
周知の強化のポイントしては、
認知度が低いが協力の意識が高い、女性及び高齢者への周知を重点的に行うことが有効と思われます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
遜色ない数字かと思います。
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http://www.env.go.jp/recycle/recycling/raremetals/conf _ruca.html
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http://www.env.go.jp/recycle/recycling/raremetals/conf_ruca/03.html�
http://www.env.go.jp/recycle/recycling/raremetals/conf_ruca/03a.pdf�
http://www.env.go.jp/recycle/recycling/raremetals/conf_ruca/02.html�
http://www.env.go.jp/recycle/recycling/raremetals/conf_ruca/02a.pdf�
http://www.env.go.jp/recycle/recycling/raremetals/conf_ruca/01.html�
http://www.env.go.jp/recycle/recycling/raremetals/conf_ruca/01a.pdf�
http://www.env.go.jp/recycle/recycling/raremetals/H20_main.pdf�
http://www.env.go.jp/recycle/recycling/raremetals/H20_attach.pdf�
http://www.env.go.jp/recycle/recycling/raremetals/H20_info.pdf�
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